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                                                                 メディアリリース 

報道関係各位                                   

2021年 10月20日（水） 

NPO法人日本ブラインドサッカー協会 

 

ロービジョンフットサル（LVF）日本代表新監督に 
元フウガドールすみだ（Fリーグ）の金川武司氏が就任 

 

 

NPO法人日本ブラインドサッカー協会（東京都新宿区、理事長：塩嶋史郎、以下、JBFA）は、ロービジョン

フットサル（LVF)日本代表チームの新監督として、元フウガドールすみだ（Fリーグ）の金川武司氏の就任

を決定しましたのでお知らせします。 

 

ロービジョンフットサル(LVF)は弱視者がプレーするフットサルで、アイマスクは装着せず、音の出ないボ

ールを用いて、弱視の選手たちが見えにくい状態のままプレーすることが特徴です。（https://www.b-

soccer.jp/blind_soccer/low_vision）。 

 

LVF日本代表は、2019年 12月末より活動を休止し、カテゴリー全体の強化方法や運営の見直しを行ってき

ましたが、「IBSAワールドゲームス 2023」(https://ibsasport.org/ibsa-world-games/ibsa-world-games-

2023/)が、2023 年 8 月に英国バーミンガムでの開催されることの発表をうけ、活動の再始動に向け準備を

加速していました。その一環として、安達亮部長の下、監督指名委員会にて候補者を選出し、2021 年 9 月

27日に理事会での承認を経て、金川武司氏を新監督として決定しました。 

 

金川新監督は Fリーグのフウガドールすみだでキャプテンを務めるなど選手として活躍され、引退後は 

フウガドールすみだの TOPチームのコーチ及び下部組織(ジュニア育成等)の監督を歴任。2021年 4月に 

フウガドールから離れ、現在はリガーレ東京でアドバイザーをしながら、一般企業に勤務されています。 

2023年 8月開催予定の、IBSAワールドゲームス（バーミンガム・イギリス）への出場及び勝利を目指すと

共に、まだまだ発展途上のロービジョンフットサルの育成・強化に向けて共に活動していただきます。 
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●金川 武司（かながわ たけし)プロフィール 

【生年月日】 1982年 4月 5日（39歳） 

 

【出身地／居住地】 東京 

 

【選手歴】2002-2006 BOTSWANA 

2007-2008 FUGA MEGURO 

2009-2011 FUGA TOKYO 

2012-2013 フウガすみだ 

2014-2016 フウガドールすみだ 

 

【指導歴】2017-2019 フウガドールすみだ TOPコーチ 

2019-2021 フウガドールすみだウイングス監督 

2019-2021 フウガドールすみだエッグス監督 

2020-2022 リガーレ東京アドバイザー 

 

【資格】 日本サッカー協会 フットサル B級 

日本サッカー協会 サッカーC級 

 

【コメント】 

日の丸を背負い戦える事を誇りに、全力でチャレンジをしていきたいと思います。見えにくい状態がある

からこそ見えるものがあり、コミュニケーションを大切に全員で積極的に支え助け合いながら世界一の団

結力を目指し世界と戦いたいと思います。スポーツを通して笑顔と勇気を届けられるように全員で楽しん

でいきたいと思います。 

 

本件に関するメディア様のお問い合わせ先 

NPO法人日本ブラインドサッカー協会 広報室 

E-mail: media@b-soccer.jp    

協会ウェブサイト：https://www.b-soccer.jp 

住所：〒169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27 ペアーズビル 3階 

 


